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第 47 号 

信更地区住民自治協議会だより 

発行人 長野市信更町氷ノ田 3180-1  会長 三沢昭夫 

  E-Mail：shinkou207＠ngn.janis.or.jp 
TEL・FAX  ０５０-３５８３-２０７１  

 平成２８年９月 21 日 
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公式ホームページ   hurusatoshinkou.web.fc2.com/ 

 

 

 

 

８月６日（土）に第 13 回信更夏まつりが行われました。

安茂里地区住民自治協議会との交流で、お越しの「育成空

手道 長野柳心会」の空手教室あり、地域おこし協力隊の窪

美さん率いる、ワークキャンプの皆さんの参加あり、「大声

コンテスト」と続きフィナーレには商工会による「ビンゴ

大会」が大盛況でまつりが終了しました。 

当日は猛暑になり、参加される方の体調が心配されまし

たが、町の皆様のご協力で無事終了することができました。 

 今年も恒例のおせんしょお花市が開かれました。これも町内

の皆様と役員さんのご協力のおかげと御礼申し上げます。今回

は「おせんしょ」のために作っていただいていたお花が、早く

咲いてしまうという残念な事もありましたが、無事お花をお届

け出来ました。お花を楽しみにしていただいている大勢の皆様

に愛される「おせんしょ」、大切にしていきたいと思います。 

 花の里運営委員会 

第 13 回 信更夏まつり開催

住民パワー満載！ 
 

振興部会 



  - 2 -   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

こだわりのジャム作り 

信更町涌池に移住し、「山のジャム屋さん」として活躍され

ているご夫婦がいらっしゃる。是利靖雄さん、美穂さんのご夫

婦だ。信更町の田舎ぐらし案内人として住自協の事業にも積極

的に参加されている。 

 涌池の手前に「山のジャム屋さん」の看板、左折して丘を越

えちょっと下った場所にジャム工房がある。 ベランダからア

ルプスが白馬から常念岳まで一望でき、槍ヶ岳までが望める素

晴らしい眺望の場所だ。 

 

 もともと山が大好きなお二人、都会暮らしは「もういいや！」と 11 年前にこの地に移住、優雅な山暮

らしをする予定だった。しかし信州の完熟した果実の味に感動し、ぜひ多くの人にこの味を届けたいと考

えた。「本当の完熟した果実は、信州に住んでいる人でも限られた環境でないとなかなか口にできない。

採れたての果実を届けようとしてもそれは難しい。」と語る是利さんは、ジャムにする事で完熟の味を届

けることを思いついた。 

 

元々ジャム作りをしていた事からブルーベリーの栽培を手

始めに手作りジャムの製造販売を始めた。果実の食感も味わえ

るようにと、実が残る捌き方や煮る時間を試行錯誤して作り上

げたジャムは次第に評判が広まり、杏・洋梨・林檎など季節の

ジャム作りで休む間もない程の多忙な田舎暮らしとなってし

まったそうだ。 

「安心・安全はもちろん、完熟果実の味と素材の良さがウチの

売り、人のつながりの輪に後押しされ 6 次産業までもってこれ

た。毎年楽しみに待っていてくれるお客さんのためにも、私たち 2 人で続けられる限り続けていきたい。」

「あのね、もうやめられなくなっちゃったんですよ。」と笑顔で話してくれた。 

 今年も地区からご提案いただき通告した議題につい

て回答していただきます。 

 

【議題提案】 

①小規模特別養護老人ホームの設置許可について 

②危険な空き家対策について 

③桜井地区への同報無線設置について 

④これからの信更町の学校について 

【自由討議】 

①支障木伐採について    以上 ５項目です。 

 

 市長が市民と意見を交わし、より多くの市民の声を市政に反映することになるよい機会ですので、ご

参加をお願いします。駐車場は、公民館、支所、信更体育館、石坂材木店様、三畳庵様をご利用くださ

い。また、託児所も確保してありますのでご利用ください。終了は、午後８時 30 分を予定しています。 

 

 

日 時 ９月 30日（金）午後６時 30分から 

（受付６時） 

場 所 信更公民館２階大会議室 

平成 28 年度 

 

おくやみ 住民自治協議会幹事（桜井区長）内山昭一さんが 9 月 6 日

にお亡くなりになりました。謹んでお悔やみを申し上げます。 

総務部会 

 信更の力 
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 ひさごの会さんのご協力を得て、5 月に植えたじゃ

がいもが順調に育ったので収穫しました。 

暑い中での作業でしたが、子供たちも一生懸命掘

ってくれ、大きなじゃがいもがたくさん取れました。 

 終わりに、会の方が用意してくれたトマト、きゅ

うり、スイカをいただきながら、収穫の喜びを感じ

てもらうことが出来ました。 

            歯科講話＆信更地区全体お茶のみサロン  8 月 9 日（火） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 誤嚥（ごえん）による肺炎を予防する 

ための歯磨きの重要性や磨き方、口の 

体操などを教えていただきました。 

『お口の健康を維持して、全身の健康を守りましょう!』 
 

◇◇◇ 地域ネットワーク会議 ◇◇◇◇◇ 8 月 24 日（水） 

  「認知症になっても安心して暮らせる地域づくり」 
 

 区長さん、民生委員さん、施設関係者の方 

                          など、さまざまな職種の方に参加いただき、 

                                                    認知症の人への支援体制の説明を受けたり、 

                          接し方を寸劇で学びました。 

                          改めて、理解を深める 

                          事や、支え合える地域 

作り、つながりが大切 

                          と感じました。 

                 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉健康部会 

 

 

 歯科講話「むせのしくみと予防」 

親子で農業体験 

(じゃがいも掘り) 
7 月 30 日（土） 

 

89 名もの大勢の方にご参加いただき開催すること

が出来ました。普段会えない方々と会食しながら、

おしゃべりに花を咲かせ、楽しいひとときを過ごし

ていただきました。 

  
  

 

統合されたとは言え、まだまだ児童は少な

く、作業が困難なため、春に発足した小学校

の夢☆応援団とボランティアセンターで作業

の支援をしました。 

 

←草取り支援 

             9 月 4 日（日） 

                         59 名もの方

にご協力いただ

きました。 

 

 

資源回収→ 

9 月 11 日（日） 

たくさん回収出来ま 

した、ご協力ありが 

とうございました。 

夢☆応援団＆ボランティアセンター
信更小学校の草取り、資源回収支援!! 

大きい!! 
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各区だより 下平区 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

林さんご夫妻と愛犬のおこげちゃん 

ご自身で建てたという農機具置き場 

下平区長 塚田幸朝 

信更町の東の外れに位置して、隣は信里、耕作地も信里地籍に多

くを有しています。昭和四十年頃は農業を主体に村に活気がありま

した。この地は養蚕が盛んで冬場になると、丸子町の製糸場の見学

や旅行を楽しんでいました。 

 

 

 

こんな中ですが、暗い事だけではありません。 

皆さん六十歳を超えておりますが、「若者会」という集まりがあります。 

会の有志で、有害鳥獣駆除組合を作って罠の免許を取り動物から作物を 

守る活動をしています。徐々にですが被害は減少していて、今年で四年目に

なります。 

 

 

しかし、高度経済成長の進行と共に、若い人達は工場に就職し、 

更に県外で働く人たちが増えて、村は次第に若者が減少して高齢化となってきました。 

これと共に地元の養蚕は衰退して遂に平成の初めには、養蚕をする方がいなくなりました。 

今は面影もありませんが、安庭の現在の宅老所辺りは大きな養蚕用カイコの飼育工場でした。 

川中島、篠ノ井、長野方面に新居を移す人たちが増えて、最盛期は三十二戸を数えた戸数も現在は二十

戸に減少して限界集落を迎える所にきています。耕作地は荒れて草が茂り、木々が大きくなり以前とは様

態が変わってきております。 

 

ちいさな集落 

また、この捕獲補助金を使ってバックホーを購入して土砂片付け、道路路肩土砂除去、各自農地耕運等

に利用しています。この他には昔からの伝統の継承などのできる事から進めていて、今はこれらが少しず

つ実を結び始めて村の結束力が向上してきております。 

 

60 歳を超えてますが若者会 

 

 

下平集落 

下平区有害鳥獣供養塔 
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◆集落のくらし 

 

◆民俗学 

 

 
 

 
 
 

 
 

 

 

 

事務用品 OA 機器 オフィス家具 

信州新町 新町 63 
TEL026-262-2229 
FAX026-262-3351

（代） 

有限 

会社 

 信更の力 

14 魅力再発見 
町誌編集委員会 副委員長 島田勝男（古藤） 

 
 

信更町誌編纂に向け、民俗編の基礎資料にするため、昨年の十月から年末にかけて、衣食住をはじめ

とする各分野の民俗調査を実施いたしました。お忙しいなか多くの方々にご協力をいただき、貴重な信

更の民俗が収集できました。改めて厚くお礼申し上げます。 

 

満月の夜、葉のついた大根二本、芋、おやきなどをお膳に 

のせ、月の照らす部屋に供えて、一心に祈りを捧げる父母の 

姿がよみがえります。万物に「神が宿る」という信念で、 

自然を尊び「祈りを心の支え」にしていたと感じています。科学万能の考え

や催事の簡略化で、父祖伝来の習慣、習俗は年々姿を消し、忘れられようと

していますが、生活に潤いを与えてくれる四季折々の伝統文化を、次世代へ

つなげていきましょう。 

 

民俗学とは手短に「庶民の暮らしと、心の歴史を知る学問」と言われます。先人の歩みと、その生活習

慣を知るということですが、書いて残されたものは非常に少ないです。民俗研究の先駆者である柳田國男

氏は「文化は継続しているので、今ある文化のなかに前代の生活が含まれている」（郷土生活の研究 1967 

筑摩書房）と述べています。 

信更地域で現在も行われている伝統行事や残存するお宮・お堂、石造文化財、各家庭に残る父祖伝来の

生活用具などを“信更のお宝”として大事にし、魅力ある地域づくりに活かしていけたらと思います。 

 

 

九頭龍さまの祠 

満ち足りた気持ちをお土産に… 

第二宅老所しんこう 

《見学・1 日体験利用随時受付中》 
お気軽にお電話ください！  

℡：299-1170(担当：峰村・山崎） 

 
 

 
 
 

 
 

 

◆中秋の名月 

 

 

古藤では実りの秋を迎えるに先立ち、台風などの無災害と五穀豊

穣を祈願する『二百十日の祭り』を行っています。当日の朝六時に、

お宮に幟を立て、夕方、祭りの会所と世話人二人が、農耕の守護神

「九頭龍権現」が祀られている祠に詣で、注連縄に紙垂（しで）を

付けて張り、塩、米、御神酒を供えて代参を済ませます。 

夜八時に各家の主に男衆が公民館に集合、御神体を描いた掛け軸

を飾り、弓張提灯二張りを据え、各自持参のローソクを灯して神事

の儀式を行い、直会で歓談という次第です。 

 

かつて集落の暮らしは農業と一体化しており、自分で作ったものだけ食べる、自給自足の食生活でした

が、流通経済の拡大に伴い、購入する食品が増え、風土に根ざした食の自給性、独自性は薄れてきました。

健康長寿は人生共通の願いですが、「身土不二（しんどふじ）」という考え方で、「自分が生まれ育ち長年な

じんでいる、その土地から産出されたものを食べること」が一番の健康法であると言われています。 

 自ら栽培した野菜などを豊富に使って「一日一食は粉もの」という、昔から伝承される食文化を大切に

し、その家ならではの「おふくろの味」の技と知恵を、現代の食に活かして頂けたら幸いと考えます。 
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★介護でお困りの方は、お気軽にご相談ください！ 

居宅介護支援事業所 
水
み

篠
すず

橋
ばし

 

電話（Ｆ兼）026-299-2678 （北島） 
〒381-2346 長野市信更町安庭 537 番地 5 

 

 

 

 

 

 

 

建設機械修理全般・特定自主検査・車検整備 

TEL 278-2268  FAX 278-9720 

 

 
 点検・整備お気軽にお問い合わせください！ 

松代町小島田 3549-5    永井 津 

 

 

 
 
 

 
 
 

 

 

  

地域の皆様とのきずなを大切に 

 

☎290-4016 

あさひ福祉会 

 

 社会福祉法人 

 

 

自動車等販売・修理  

冨田モータース(株) 
TEL 299－2416  

FAX 299－2138  
 

  

 

 

 

 

 
信更いっぽ工房 

          地方発送（冷凍・冷蔵） 

営業 午前9時～午後4時 

TEL＆FAX 026・299・2458 

おやき製造・販売 信更いっぽ工房 
          
営業時間午前 9時～午後 4時 

ＴＥＬ FAX 299-2458 

☎290-4015 

あなたのメンバーコース 

 

 

 

☎（026）290-3000 
 

〒381-2353   長野市信更町田野口 235-1 

TEL 026-290-3848 FAX 026-214-1181 

【 強調月間 － 平成 28年 10月 】 

 各区の赤十字奉仕団信更分団員さん若しくは区の役員さんが個別にお伺い

いたしますので、ご協力をお願いします。 

『赤い羽根共同募金運動』にご協力ください 

この募金は、現在地域福祉の推進を目的に地域の

課題解決に取組む民間団体を支援する「じぶんの町

を良くするしくみ。」として地域の皆さまの様々な福

祉活動を支援しています。 

 

今年は、共同募金７０回目の運動となります。 

長年にわたりご協力いただきありがとうござい

ます。 

 

長い間続けてくることができ、30回めの体育祭を迎えます。10年

20年前はどんな様子だったのでしょう。賑やかな声が響いていたこ

とでしょう。第 30回記念の今、地域全体の力を合わせて、他地区と

の交流もおおいに楽しみましょう。 

 

 

教育文化部会 

ミツトモ 

日 時  10月 16 日（日）午前 9時から午後 2時 

場 所 信更中学校グラウンド 
 

 

【診療所からのお知らせ】 

事前に電話で確認・予約をしてください。 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RimFJwos9XfGwAexGU3uV7/SIG=11v0ftf76/EXP=1473311728/**http:/www.akaihane-kumamoto.jp/70rogo3.jpg

